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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・6月1日深夜スタッフへ

　6月分の皮膚科治療箋の準備（印刷）と処方処置版の書き写しを忘れずにお願いします。

・記録管理担当より

6月1日に4月分外しますので、それまでに各受け持ち分のカルテチェックお願いします。

・家族支援担当より

　5月31日までに家族支援計画書を主治医別に分けていますので、各受け持ち分の入力作成お願いします。

　家族支援担当者の方で、面会や外出泊入力していますので、日誌やフローシート記載の漏れがないようにお願いします。

＜注目患者様ケース検討＞

・倉橋　生子様～足の重さについて今の状態はどうかと話し掛けはあるが、各プログラムや日課は支障なく行えています。本日は、表情良く「すごく足が上がるんだよ」と調子が良い事を話されています。5月22日よりリスペリドン減薬、ルーラン追加と服薬調整中である事や今後について青風荘を視野に入れ検討していくなど状況が変化していますので、精神状態の変化や本人が混乱してないか確認していきましょう。

・滝田　英人様～夜間は0時前には休む事出来てきていますが、日中の午前中は遅れての参加や眠気の強さあり集中出来ていない事が続いています。本日もＳＳＴでしたが、自室にて眠っており、声掛けに起きれずにいます。20分程遅れ、終了間際に参加しています。「何で教えてくれなかった」と言われる為、声掛けしたが起きなかった事伝えています。ＳＳＴ終了後は、独語活発となっています。周囲とのトラブはないです。気分の変調や日課の取り組み状況、睡眠状況の確認をしながら生活リズムを崩さない様、支援していきましょう。

＜事故対策委員会より＞

患者様がテンキー番号を知っており、開錠してしまい他病棟へ行こうとした事故事例について

テンキーの取り扱いについての意見交換しています。

・テンキーの開錠する際、患者様が傍にいないか周囲の確認と、ボタン押す際手をそえかくしながら見えないように配慮する。

・施錠されているかの確認行為が不十分（開いている場合があった）、ただ閉めるのではなく、施錠されたのか確認してから移動する。（執拗なくらいの確認でも良いと思う）

・暗証番号を口頭で話す事やメモなどに書くなどしない。ネームの裏などにも書かない。

・なぜ施錠されているのか考えて欲しい。スタッフ側が危険意識を持って。

※以上をふまえ、テンキー取り扱いには十分注意していきましょう。

